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2019 年度夏山合宿報告書 

8/10(土)～8/15(木) 

 

⚫ 山域 剱岳 

 

⚫ 参加部員 久保田 凌平（3年、CL） 

日上 耕司（OB 1983 文卒） 

岩倉 靖（OB 1987 経卒） 

 

⚫ 行動記録 

8 月 10 日（土） 晴 

阪急茨木市駅（21：00）＝立山駅（翌 2：30） 

 日上さんに阪急茨木市駅にてピックアップしていただき立山へ向かう。日上さんは睡魔

と戦いながらの運転。ありがとうございました。立山ケーブルカーのチケット売り場に多く

の人が列をなして仮眠をとっていたため、我々もそこに並び仮眠をとる。 

 

8 月 11 日（日） 晴 

立山駅（6：10）～室堂（7：20）～別山乗越（10：55）～真砂沢 BC（13：50） 

 始発のケーブルに乗りバスを乗り継ぎ室堂へ。40kg 弱のザックを担ぎ真砂沢 BC を目指

す。剱御前までの登りは今年もやはり辛い。剱沢キャンプ場はたくさんのテントが設営され

ていた。剱沢雪渓に降りてからは傾斜がきつい箇所だけアイゼンを付けた。ナムの滝（真砂

の滝）は例年通り左岸を巻いて真砂沢 BCまで。今年の真砂は昨年より多くの大学山岳部で

にぎわい活気に満ちており、いい雰囲気に包まれていた。研修所の仲間とも久しぶりに会え

たりとやっぱり真砂はいいねぇと思うと同時に、現役 1 人の合宿という状況が非常にむな

しかった。翌日の登攀の準備をして 19 時半就寝。 

 

8 月 12 日（月） 晴→曇 

BC（3：40）～Ⅵ峰 A フェース魚津高取り付き（6：30）～A フェースの頭（8：00）～ 

Ⅵ峰の頭（9：40）～池ノ谷乗越（12：00）～長次郎のコル（13：10）～本峰（13：50）～

長次郎のコル（14：10）～BC（16：45） 

 お盆休みでⅥ峰は混雑することが予想されたので早くに出る。同じ時間帯に真砂から多

くのパーティーが長次郎谷を詰めあがる。熊ノ岩にも 10張ほどのテントがあり、順番待ち

が予想されたが、あろうことか我々が 1 番であった。登攀の準備をしているうちに後続の

パーティーがぞろぞろとやってきた。気持ちを引き締め 1 ピッチ目久保田リード。見た感
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じとⅢ＋のグレードからは想像できないほど難しい。ためらいなく A０する。下部で支点を

とりすぎたためロープの流れが悪くなり 30 メートル弱でピッチを区切る。この時ばかりは

Ⅲ級に余裕のない自分に萎えてしまった。2 ピッチ目は日上さんがロープを伸ばす。リッジ

をたどるピッチ。このピッチはフレークやカンテなど、ホールドが豊富なので 1 ピッチ目

よりは易しく感じた。3 ピッチ目はハイマツ交じりの歩きを久保田がゆく。8：00 に A の頭

にトップアウト。そこから縦走路を見つけるのに少し苦労する。2 回懸垂し縦走路に合流。

そこからは比較的顕著な踏み跡をたどりⅥ峰の頭まで。そこからはクライムダウンできそ

うな箇所を懸垂２回。Ⅶ峰の基部まで。Ⅶ峰は三ノ窓側を巻き、少々いやらしいルンゼ状の

岩場を詰めⅦ峰の頭。そこから懸垂 2 回で池ノ谷乗越まで。Ⅶ峰の頭からは八ツ峰の頭を

経由して池ノ谷乗越までも行けるが今回は省略した。池ノ谷乗越から北方稜線をたどり長

次郎のコルまで。ガラガレで浮石が非常に多くルートも不明瞭でいやらしかった。そこから

ひと踏ん張りして本峰まで。本峰はやっぱりいいねぇ。再び長次郎のコルに戻り長次郎谷左

俣を下る。ところどころ切れていたが問題ない。熊ノ岩を経由しひたすら下る。足が棒にな

りながらもなんとか BCまで。入山からハードな内容が続き疲労が MAX。翌日は休養日と

することにした。二人して泥のようにして眠った。 

8 月 13 日（火） 晴 

休養日 

 明るくなってから起床し朝食をとる。日差しから逃れる場所をずっと探していた。日上さ

んは川辺の涼しい場所を見つけられたようだ。本を読んだり音楽を聴いたりして時間をつ

ぶす。暑さを除けば真砂での沈は非常に快適。そんなこんなで岩倉さんを迎える。岩倉さん

は病み上がりでいつも持ち合わせている余裕を少し欠いているように感じた。3 人で今後の

予定を協議する。やはり入山前から心配していた台風により 15、16日ごろから天気が崩れ

るとのこと。そこで翌 14 日に三ノ窓に ACを上げるのはやめてチンネ左稜線を登り、15日

に下山する計画に変更した。 

8 月 14 日（水） 晴→曇 

BC（4：15）～池ノ谷乗越（7：15）～三ノ窓（8：00）～左稜線取り付き（8：55）～チン

ネの頭（16：55）～池ノ谷乗越（18：00）～BC（20：10） 

 なるべくはじめを飛ばしすぎないようにすると熊ノ岩くらいまでは楽にいいペースで登

れる。振り返るとお二方は豆のように小さい。長次郎谷右俣は左俣よりクレバスが多く状態

が悪いが通過に問題はない。池ノ谷乗越から池ノ谷ガリーを落石に注意しながら下る。特に

大きな落石を起こすこともなく三ノ窓へ。三ノ窓からはジャンダルムに 1 パーティーと左

稜線に 1 パーティー取り付いているのが見えた。これからたどる左稜線のスカイラインが

僕らを迎える。雪渓から取り付きのテラスに乗り移る箇所が少しいやらしいがジャンプし

てやり過ごす。さあ登攀開始。久保田がロープを伸ばす。1ピッチ目Ⅳ級。少しタっている

フェースを登る。1 ピッチ目は緊張のあまりガチガチの登攀になってしまった。T5 までは

時折ルートファインディングを要求されるがとりわけ難しい箇所はない。T５に着くころに
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はガスがかかり、何よりも風が強い。台風が近づいている兆しだ。T5 から見上げる核心は

タっており難しそう。登れる自信がないのでここでトップを岩倉さんに交代。核心は残置ピ

トンが豊富。ハング横の箇所を越してしまえばあとはそれほど難しくはない。それからはリ

ッジを忠実にたどる。それにしても核心を超えてからが長かった．．．。取り付きから 8時間、

ようやく登攀終了。休む間もなく靴を履き替え下降の準備に取り掛かる。終了点からニード

ル側へ 15ｍほどクライムダウン。さらにそこから 25ｍ、45ｍの 2 回の懸垂をこなし池ノ谷

ガリーに降り立つ。意外にも池ノ谷乗越がすぐ近くにみえている。気が緩んだのか久保田は

ここで腕があってはならない方向に曲がり、肩を痛めてしまう。これから長い雪渓が待って

いる。池ノ谷乗越からすぐは慎重にくだる。途中ヘッドランプを出し、ひたすらくだる。BC

へ帰り 1発目の甘い紅茶が身に染みた。少々夜更かしをし、22 時就寝。 

8 月 15 日（木） 曇 

BC（4：45）～別山乗越（11：20）～室堂（13：00）～富山（16：30） 

 ずっと横になっていたいが台風も近づいているのでそんなわけにもいかない。久保田は

肩の痛みが昨晩よりひどくなり少し心配。ザックを担ぐ分には問題ないが、持ち上げられな

いためお二方に補助していただく羽目に。寂しい限りだが早々に真砂を後にする。また来

年！4 ピッチで剱御前まで。風が本当に強かった。みくりが池温泉で入浴しようということ

になったが、まさかの日帰り温泉お断りだった。仕方なく室堂へ。汗臭いまま一般のお客さ

んとともにバス、ケーブルに乗車し立山まで。それにしても下界は超絶暑い。日上車で一同、

富山市内の巨大スーパー銭湯へ。そこで食事をご馳走になり、岩倉さんと JR 富山駅で別れ

解散。あっという間だったけど充実した夏山合宿でした。 

 

⚫ 装備 

・ダブルロープは径・規格が同じものを使う 

・登攀具の数はちょうどよかった 

  →アルパインヌンチャク×11、ロングクインクドロー×２、スリング 120 ㎝×３、ス 

   リング 240 ㎝×１、カム 1セット、ナッツ 1 セット 

・ナッツは一度も使わなかったので必要ないかも 

・もう少しカムを積極的に使えばよかった 

・アルパインヌンチャクを伸ばすのが面倒とのご指摘あり、改善策を考える 

・アルパインの際は余裕のあるクライミングシューズを履くべき 

・シュラフ必要ないかも、ダウンとシュラフカバーで対応可能 

 

⚫ 食糧 

・α米は楽だがやはり生米の方が何倍も旨い 

・レトルトカレーも少し上等なものを持っていくとテンションが上がる 

・米に代わって餅が活躍するかも、餅カレーうまし 
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⚫ 医療 

・靴ずれ予防に貼ったテーピングは大変重宝した 

・使用期限の切れた下痢止めがよく効いた 

→新調する 

・ロキソニンなど痛み止めの内服薬がなかったので今後医療袋に含める 

→湿布などがあってもいい 

 

⚫ 気象 

 

14 日の午後から剱岳周辺では台風 10 号の影響により風が強まり雲も次第に多くな

った。台風 10 号の進度がゆっくりであったために合宿中はなんとか天気はもった。台

風に関した気象知識に乏しいため、勉強が必要。 

 

⚫ 総括 

 台風 10 号の影響により計画は縮小されたものの、充実した夏山合宿となった。最大

の目標であったチンネ左稜線を完登できたことは誠に喜ばしいことである。これから

さらに困難なルートに挑戦していきたい。そんな成果と同時に課題も多く得た。とりわ

けチンネの登攀に関しては時間を要しすぎてしまった。もう少し時間を意識しながら

登らなければならない。そして入山も下山も荷物を少し持ってもらってしまった。この

ように情けない部分もあるので今後鍛えていく。 

 突然玉田から夏山合宿の不参加と退部の宣告があり、計画の変更を余儀なくされた。

8月10日　12時 8月11日　12時 8月12日　12時

8月13日　12時 8月14日　12時 8月15日　12時
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そんななかでも僕 1 人のために日上 OB と岩倉 OB が合宿に同行してくださった。お

二方がいなければ成立しえなかった合宿である。行きも帰りも家まで車で送ってくだ

さった日上 OB、病み上がりにもかかわらず来てくださった岩倉 OB。お二方には頭が

上がりません。本当にありがとうございました。あまり OB に頼りすぎるのはいけな

いとは思いますが、今後もお二方には甘えてしまいそうです。剱岳にはまだまだ触った

ことのない魅力的な壁がたくさんある。今回見逃したⅥ峰 D フェースや源次郎Ⅰ峰側

壁など．．．。また来年登りに行きましょう。               （久保田） 


